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研究対象者の皆様 

研究課題 
「⼦どもの健やかな育ちを⽀える地域共創型プログラム：⾃治体看護職のフィジカルアセ
スメント⼒と保護者のホームケア⼒を向上する教育の開発と検証」へのご参加のお願い 

―⾚ちゃんの股関節脱⾅を予防するための⽀援プログラム開発に向けたヒアリング調査― 
 
1． この研究の概要 

 
【研究課題】 

⼦どもの健やかな育ちを⽀える地域共創型プログラム：⾃治体看護職のフィジカルアセスメン
ト⼒と保護者のホームケア⼒を向上する教育の開発と検証（審査番号 2025310NI-(2)） 
 
【研究機関名及び本学の研究責任者⽒名】 

この研究が⾏われる研究機関と研究責任者は次に⽰すとおりです。 
主任研究機関 東京⼤学⼤学院医学系研究科・地域看護学・公衆衛⽣看護学 
研究責任者 准教授 吉岡京⼦ 
担当業務 研究の総括、対象者のリクルート、教育ニーズ等の検討、教育プログラム開

発・改善、教育プログラム実施、インタビューの実施、東京⼤学⼤学院医学
系研究科地域看護学・公衆衛⽣看護学教室ホームページ（以下、教室ホーム
ページ）・オンラインアンケートの管理、データ分析、データ管理、論⽂執
筆、結果の公開 

研究分担者  
研究機関 東京⼤学⼤学院医学系研究科・地域看護学・公衆衛⽣看護学 
 助教 本⽥千可⼦、松本博成、前⽥明⾥、城内愛 

⼤学院⽣ 髙橋知⾥、⽥中郁⾏、⽶本颯来 
担当業務 対象者のリクルート、教育ニーズ等の検討、教育プログラム開発・改善、教

室ホームページ・オンラインアンケート管理、教育プログラムの実施、イン
タビューの実施、データ分析、データ管理、論⽂執筆、結果の公開 

研究機関 東京⼤学⼤学院医学系附属グローバルナーシングリサーチセンター 
 特任研究員 横堀花佳 
担当業務 対象者のリクルート、教育ニーズ等の検討、教育プログラム開発・改善、教

室ホームページ・オンラインアンケート管理、教育プログラムの実施、イン
タビューの実施、データ分析、データ管理、論⽂執筆、結果の公開 

研究機関 東京⼤学医学部附属病院 ⼊退院⽀援センター  
 講師 岡⽥慶太 
担当業務 対象者のリクルート補助、教育ニーズ等の検討、教育プログラムの開発・実

施への助⾔、教育プログラムにおける知識・技術指導、インタビューへの助
⾔ 

研究機関 東京⼤学⼤学院医学系研究科・⽣物統計学/疫学・予防保健学 
 助教 萩原 康博 
 統計に係るコンサルテーション 
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研究責任者 （医師） 
研究機関 沖縄県⽴南部医療センター・こども医療センター  
 ⼩児整形外科 部⻑ ⾦城 健  
担当業務 対象者のリクルート補助、教育ニーズ等の検討、教育プログラムの開発・実

施への助⾔、教育プログラムにおける知識・技術指導、インタビューへの助
⾔ 

研究機関 社会福祉法⼈旭川荘 旭川荘療育・医療センター 
 整形外科 副院⻑ ⻘⽊ 清 
担当業務 対象者のリクルート補助、教育ニーズ等の検討、教育プログラムの開発・実

施への助⾔、教育プログラムにおける知識・技術指導、インタビューへの助
⾔ 

研究機関 ふじわら整形外科 
 医師 藤原憲太 
担当業務 対象者のリクルート補助、教育ニーズ等の検討、教育プログラムの開発・実

施への助⾔、教育プログラムにおける知識・技術指導、インタビューへの助
⾔ 

研究機関 あおぞらファミリークリニック こども整形外科センター  
 センター⻑ 服部 義 
担当業務 対象者のリクルート補助、教育ニーズ等の検討、教育プログラムの開発・実

施への助⾔、教育プログラムにおける知識・技術指導、インタビューへの助
⾔ 

 
【研究期間】 
  2026 年 2⽉ 18 ⽇ 〜 2030年 3⽉ 31⽇ 
 
【研究⽬的・意義】 

新⽣児や乳児の健やかな成⻑・発達を⽀えるためには、疾病予防に向けたホームケアが重要
です。特に保護者は、新⽣児や乳児の最も近くでケアを提供できる役割を持っています。⼀⽅、
先⾏研究によると、多くの保護者が育児に不安を抱えています。現代では、疾病予防に関する
情報は YouTube等のオンライン媒体からも得ることができますが、信頼性の⾼い情報源は限ら
れていることが指摘されています。現時点では専⾨的な知識や技術を学べる保護者向けの教育
プログラムは⼗分に整っていないのが現状です。 
そこで本研究は、医療職の⽅および保護者の⽅へのヒアリングを⾏うことで、保護者が、確

かな知識と技術に基づいたホームケアを実施できるよう⽀援する教育プログラムを開発するた
めの⽰唆を得ることを⽬的とします。これにより、保護者が⾃信をもって⽇々の育児の中で疾
病を予防することが可能になり、新⽣児・乳児の健やかな成⻑・発達を⽀援することが期待で
きます。 
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【予定参加⼈数・基準】 
お⼦さんをこれから育てる予定の⽅、育てている・育てた経験をお持ちの⽅ 10名程度 
 
〇包含基準 
・リクルート時点で出産経験がない妊娠 16 週 0⽇以降の妊婦の⽅ 
  または、リクルート時点で⽣後 1歳未満のお⼦さんの⼦育てに主に関わっている⽅ 
・⽇本語の読み書きとインタビュー調査が可能な⽅ 
・年齢は問わない 
 
〇除外基準 
・リクルート時に、うつ病等のメンタルヘルスの疾患の診断を受けている⽅ 
・⼩児分野に携わっている、または携わった経験のある医師/看護師/保健師/助産師の⽅ 
 
 
【研究⽅法とお願いしたいこと： オンラインアンケートの回答・ヒアリング】 
1 研究者・研究分担者から、本研究について周知します（本資料）。 
2 研究に関⼼をお寄せいただいた⽅は、研究説明⽂書（本資料）を熟読してください。対象とな

る⽅等が説明内容に関する質問を⾏い、かつ、当該質問に⼗分に答えを得る機会を確保するた
め、ご質問がある場合には、【連絡・お問合せ先】までお問合せください。 

3 本研究の包含基準に該当し、除外基準に該当しないことを確認してください。 
4 基準に合致している場合は、【事前アンケートの QR コード・URL】を読み込むことで、東京

⼤学 Google フォームまたは Microsoft Forms にアクセスし、「対象者に該当する」を選択し
てください。（以後、Google フォーム、Microsoft Forms を総称して「オンラインアンケー
ト」と呼びます）。 

5 研究参加に同意いただける場合は、オンラインアンケート上で「研究説明⽂書をすべて確認し
たうえで、同意する（同意ボタン）を押下して、同意してください。 

6 オンラインアンケートに、ニックネーム、メールアドレス、年齢、性別、ご⾃⾝の出産回数や
妊娠週数、お⼦さんの年齢、性別等を回答してください。また、ヒアリングの⽇時・場所（対
⾯・オンライン可能）の希望を回答してください。オンラインでのヒアリング調査をご希望の
場合は、謝礼の送付先住所とお名前も回答してください。オンラインアンケートは、回答期間
内であれば、中断・再開をすることができます。Google フォームで作成されたアンケート
は、Google アカウントにログインして途中まで回答した場合、下書きが⼀定期間⾃動保存さ
れ、中断時点から再開できる場合があります。ただし、Microsoft Forms で作成されたアンケ
ートは、最初から回答を求められる場合があります。 

7 同意内容をいつでも閲覧できるように、教室ホームページに研究説明⽂を掲載しています。ま
た、オンラインアンケートの回答内容のコピーはメールで⾃動返信されます。 

8 オンラインアンケートに回答後、研究者からヒアリング⽇程と場所をご連絡いたします。オン
ラインの場合は、オンライン会議システム（zoom等）の URL等を併せてご連絡いたします。
また、ヒアリングの項⽬を事前にご共有します。 

9 ご連絡した⽇程でお越しいただくか、オンライン会議システムにアクセスしていただき、ヒア
リングを最⼤ 60 分程度⾏います。同意していただける場合は、IC レコーダーやオンライン会
議システムの機能等を⽤いて録⾳させていただきます。 

10 謝礼として QUO カード 1,000 円相当（※⾦額は研究費取得状況等により変更の可能性あり）
をお渡しします。対⾯でヒアリング調査を⾏なった⽅にはその場でお渡しするので、受領証に
サイン等をお願いします。オンラインで⾏なった⽅には、謝礼・受領証・返信⽤封筒を同封し
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て郵送でお送りするので、受け取りましたら受領証にサイン等を記⼊して返信⽤封筒で返送し
てください。 

11 同意を撤回したい場合は、ヒアリング調査の実施⽇から 2 週間以内に研究者に申し出て下さ
い。同意撤回書は、教室ホームページからダウンロードし署名の上、研究連絡担当者宛(⽥中)
にメールまたは郵送で送付してください。 

 
○研究の中⽌基準  

同意撤回の申⽴があった場合は、当該研究対象者のデータは分析に⽤いません。本研究に
よる重篤な有害事象の発⽣は想定していませんが、体調が変化し、不調を感じた場合等には、
研究参加をご⾃⾝の判断で中断することができます。ただし、回答期限・ヒアリング調査期
間内にご希望があれば、再開することができます。Google フォームで作成されたアンケート
は、Google アカウントにログインして途中まで回答した場合、下書きが⼀定期間⾃動保存さ
れ、中断時点から再開できる場合があります。ただし、Microsoft Formsで作成されたアンケ
ートは、最初から回答を求められる場合があります。 

 
なお、研究計画書や研究の⽅法に関する資料を⼊⼿・閲覧して、研究内容を詳しくお知りにな

りたい場合は、末尾の連絡先にメール・お電話でお問い合わせください。他の研究対象者の個⼈
情報等の保護や研究の独創性確保に⽀障がない範囲でご提供させていただきます。 
 
 
 
 
2. 研究参加の任意性と撤回の⾃由 
 この研究にご参加いただくかどうかは、研究対象者の⾃由意思に委ねられています。 
 
〇電磁的同意の場合 

研究の内容について理解いただき、研究にご参加いただける場合は、東京⼤学が契約している
研究⽤ GoogleフォームまたはMicrosoft Formsの同意ボタンを押下げていただき、同意取得を⾏
います。ご本⼈である確認はメールアドレスの登録で⾏わせていただきます。 
またいつでも東京⼤学⼤学院地域看護学・公衆衛⽣看護学教室（https://chiikikango.m.u-
tokyo.ac.jp/）において同意事項を閲覧できます。 
 

もし同意を撤回される場合は、お⼿数ですが、ヒアリング調査の実施⽇から 2 週間以内に、同
意撤回書（教室ホームページからダウンロード）を研究連絡担当者宛（⽥中）にメールまたは郵
便で送付をお願い申し上げます。なお、研究にご参加いただけない場合でも、将来にわたり業務
上等であなたの不利益につながることはありません。ご本⼈からの申し出があれば、可能な限り
取得した情報・データ等および調べた結果を廃棄します。ただし、同意を撤回されたとき、すで
に同意撤回期間を過ぎていた場合には、廃棄することができませんのでご了承ください。 
 
3. 個⼈情報の保護 
 この研究に関わって取得される情報・データ等は、外部に漏えいすることのないよう、慎重に
取り扱います。各回答はニックネームやメールアドレスに基づき研究⽤ ID を附番され、研究者
（吉岡）により対応表が保存されます。メールアドレスは、同意撤回期間終了後に削除します。
個⼈情報保護のため分析時には、研究⽤ ID を⽤い、データ固定した状態で外付けハードディスク
等に保存します。 
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4. 研究に関する情報の公開および研究により得られた結果等の取扱い 

研究の実施に先⽴ち、国⽴⼤学附属病院⻑会議が設置している公開データベース（UMIN-
CTR：https://www.umin.ac.jp/ctr/index-j.htm）に登録をし、研究終了後は成績を公表いたしま
す。 

研究の成果は、あなたの⽒名等の個⼈情報が明らかにならないようにした上で、学会発表や学
術雑誌、国内のデータベース（UMIN-CTR：https://www.umin.ac.jp/ctr/index-j.htm）等で公表
します。 
国内外の学術雑誌での公開にあたっては、研究成果の第三者による検証や複数の研究の結果を

統合して統計的に検討する際の原資料となることもあるために、解析・論⽂作成に⽤いた資料を
学術雑誌社・学会（誌）へ提供・公開すること、また保管されることがあります。 

なお、研究期間中・保管期間中に既に承認されている関連する研究課題「2023101NI-(4)・乳児
の股関節脱⾅の⾒落としゼロを⽬指す異常判別 AI とコミュニティスクリーニングシステムの開
発：⾃治体看護職向け超⾳波検査教育プログラムの開発と実装」や将来の研究のために、本研究
のデータを⼆次利⽤することがあります。 
個⼈的なお問い合わせをいただいた場合でも、メールアドレス以外の個⼈情報を取得しない調

査であるため、個別の研究結果についてはお伝えすることができません。下記のお問い合わせ先
に連絡いただければ、全体の研究結果についてはお伝えいたします。 
 
5. 研究対象者にもたらされる利益及び不利益 
〇研究対象者個⼈に利益がある場合 

この研究があなた個⼈に直接的な利益をもたらすことはございません。ただし、あなたのご経
験に基づき、新⽣児・乳児の疾病予防のためのホームケアに必要な知識や技術を習得し、育児上
の不安を軽減するための教育プログラムを開発できる可能性があります。また、新⽣児・乳児
は、この教育プログラムによって、保護者から適切なホームケアを受けられるようになる可能性
があります。 

 
〇不利益な⾯がある場合 
 この研究では、オンラインアンケートにご回答いただくことに対するインターネット接続料や、
ヒアリングで 60 分程度お話しいただくことに対する時間的負担・労⼒、交通費が掛かる場合があ
ります。なお、皆様の個⼈情報の漏洩防⽌策は前項３に記載しているとおり仮名化処理等の対策
を講じていますが、サイバー攻撃等の不測の事態が発⽣した場合、情報漏洩のおそれがあります。 
 
〇健康被害が起きた場合 

本研究による健康被害は想定していません。 
ただし、受講中に体調が変化し、不調を感じた場合には、研究参加をご⾃⾝の判断で中断する

ことができます。 
 
6. 研究終了後の情報等の取扱い⽅針 
取得した情報・データ等は、後続研究における実装を想定して適切に保管します。 
研究期間終了５年を経過した時点で、取得した情報・データ等は、紙媒体で保管されている場
合はシュレッダーによる断裁処理を⾏い、電⼦媒体で保管されている場合はデータの削除により
廃棄します。 
また、これらの資料・情報等は、研究期間中および保管期間中に、本研究以外の研究⽬的で使
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⽤される可能性もあります。その場合には、改めて倫理委員会の承認を受けたうえで、あなたの
同意を得るか、または情報公開により、研究対象者となることを拒否する機会を設けます。 
 
7. あなたの費⽤負担 
  今回の研究に必要な費⽤について、あなたに負担を求めることはありません。ただし、オン
ラインアンケートにご回答いただく際のインターネット接続料や、ヒアリングの場所にお越しい
ただくための交通費が掛かる場合があります。 

なお、謝礼として、1,000 円相当の QUO カード（※⾦額は研究費取得状況等により変更の可能
性あり）をお渡しします。 
 
8. 研究から⽣じる知的財産権の帰属 
 本研究の結果として知的財産権等が⽣じる可能性がありますが、その権利は国、研究機関、共
同研究機関及び研究従事者等に属し、研究対象者はこの知的財産権等を持ちません。また、その
知的財産権等に基づき経済的利益が⽣じる可能性がありますが、これについての権利も持ちませ
ん。 
 
9. その他 
 この研究は、東京⼤学医学部倫理委員会の承認を受け、東京⼤学⼤学院医学系研究科・医学部
⻑の許可を受けて実施するものです。 

なお、この研究に関する費⽤は東京⼤学⼤学院医学系研究科健康科学・看護学専攻地域看護
学・公衆衛⽣看護学教室の運営費交付⾦、⼀般財団法⼈⼈⽣ 100年社会デザイン財団による寄付
⾦、公益財団法⼈⽇本科学協会の笹川科学研究助成（※申請中）、公益財団法⼈笹川保健財団
（※申請中）、地域看護学研究費（寄付⾦）から⽀出されています。本研究に関して、開⽰すべ
き利益相反関係はありません。 

研究開始後に研究⽅法などが変更される場合があります。変更の内容によっては、あなたが研
究への参加を取りやめるという判断をされる可能性もあります。本説明資料や同意⽂書、研究内
容の変更に関する情報については、下記の連絡先に記載されている教室ホームページ等で公開
し、ご案内する場合があります。 

この研究について、わからないことや聞きたいこと、何か⼼配なことがありましたら、お気軽
に下記の連絡先までお問い合わせください。 

この研究説明書は、⼤切に保管してください。紛失等により問合せ先が分からなくなった場合
は、「東⼤ 地域看護」で検索していただき、ご相談ください。 
 ※この研究説明書は研究期間中いつでも閲覧することができます（https://chiikikango.m.u-
tokyo.ac.jp/）。 
 
【事前アンケートの QRコード・URL】 
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSeEQv1zsM2N4h68G74EE61Z07pKOfCQ6e2FQK
-qd9EEPZ1hew/viewform?usp=dialog 
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【連絡・お問合せ先】 
研究責任者：吉岡京⼦ 
連絡担当者：⽥中郁⾏ 

〒113-0033 東京都⽂京区本郷 7-3-1 
東京⼤学⼤学院医学系研究科・医学部 地域看護学・公衆衛⽣看護学教室 

Tel: 03-5841-3597 FAX: 03-5802-2043 
 E-mail：fumiyukitanaka@g.ecc.u-tokyo.ac.jp 

 
 


